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は じ め に

ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ (Pseudaulacωがs ρentagona

(T ARGIONr) ) は， 古 く か ら 茶樹 の 害 虫 と し て 知 ら れ て

き た 。 本種 は 茶樹の校幹 に 寄生 し ， 大部分の茶栽培地帯
で は 1 年間 に 3 回発生 を繰 り 返す。 被害が甚だ し い場合

は茶株を枯死 に ま で至 ら し め る 。 発生が問題 と な り 始め
た の は 1949 年 ご ろ か ら で， 以後 し ば し ば多発生 を 繰 り

返 し て き た 。 最近で は， 1994�96 年 に か け て 静 岡 県 を
中 心 に 過 去 最 大 の 発 生 が み ら れ， 発 生 茶 園 は 全 国 の

40% に も 及 ん だ (河合 ら ， 1997) 。 そ の 影響 は い ま だ に

残 っ て い る 。 大発生が長号 | い た の は 降雨が少な く ， 歩行
幼虫 の死亡率が低か っ た 等 の気象的要因 も あ る が， 最 も

大 き な要因 は 防除 の 困難 さ で あ る 。 本種 は茶樹の 内部の

枝や幹 に 寄生す る た め ， 発見が遅れ， 防除の 際 に も 薬液

がかか り に く い。 さ ら に ， 防除適期把握の 困難 さ が長期

大発生 に 拍車 を か け て い る 。 そ れ ま で防除適期 は 「茶園

でふ化幼虫 を 観察 し て ， ふ化幼虫がた く さ ん 出 て き た と
き 」 あ る い は 「 ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ の雌成虫がつ い た
チ ャ の 枝 を 取 っ て き て 水差 し と し ， ふ化幼虫がた く さ ん

出 て き た と き 」 と さ れ て き た (安藤， 1960) 。 し か し ，

前者で は 「 た く さ ん」 と い う 量が あ い ま い で， 多発生時

に は 防除適期 を実際 よ り 早 く 判断 し て し ま う 危険性があ

る 。 後者で は ， 枝 を 置 く 場所の温度 に よ っ て ふ化時期が

左右 さ れて し ま う こ と や， 枝 を 採取 し た場所が茶園全体
の 温度環境 を 代表 し て い る の か ど う か わ か ら な い。 ま

た ， 後 に 紹介す る 卵 の ふ化率 を 調査 し て 防除適期 を判断
す る 方法 は， 多大 な労力 を 要 す る 。 そ こ で， 新た な 方法
と し て 開発 さ れた ， 粘着 ト ラ ッ プで カ イ ガ ラ ム シ の歩行

幼虫 を 捕 ら え る こ と に よ り 防除適期 を 決定す る 方法 を紹

介す る 。

I 粘着 ト ラ ッ プ に捕 ら え ら れ る ふ化幼 虫

と そ の利用

カ イ ガ ラ ム シ類の ふ化幼虫が風 に よ っ て移動 し て い る
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( キ ー ワ ー ド : ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ， チ ャ ， ト ラ ッ プ， 防除適
期)

た た ら

静岡県農業試験場 多 々 良
あ き

明 夫
と 考 え ら れ た の は 19 世紀末で あ っ た が， こ れ と 実験的

に証明 し た の は QUAYLE ( 1916) で， 80 年以上 も 前， オ

リ ー プカ タ カ イ ガ ラ (Saissetia olcae (BERNARD) ) を 用
い て 実証 し た 。 圏 内 で も 安松 ら (1957) がル ビ ー ロ ウ ム
シ ( Ceroρlastes rubens MASKELL) な ど 5 種類の カ イ ガ

ラ ム シ ふ化幼虫 の 風 に よ る 飛散 を 実験的 に 確か め た 。 風

に よ っ て 移動す る ふ化幼虫が ト ラ ッ プ に 捕獲 さ れ る こ と
を報告 し た の は TIMILlN ( 1964) で， リ ン ゴ の 害虫 で あ

る ク ロ ホ シ カ イ ガ ラ ム シ の 一種 (Parlatoria ρittosþori 
MASK) で確 か め ら れ た 。 そ の 後， AUGUSTIN ( 1986) 

は コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の 一 種 ( Cη少tococcus fagisuga 
LIND) で， 平板 ト ラ ッ プ の 捕獲効率 が 円 筒型 ト ラ ッ プ
よ り も 良 い こ と を 明 ら か に し た 。 MORAN et aL ( 1982) 

は， コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の 一種の幼虫 が植物の頂部 に 移動

し て 能動的 に飛び立つ こ と を 観察 し ， 粘着 ト ラ ッ プに 捕

ら え ら れ る ふ化幼虫が単 に 風 に 飛 ば さ れた の で は な い こ

と を 示 し た 。 本稿の 主役で あ る ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ で

は， 久保田 ( 1993) が茶株 内 の枝 に つ る し た 平板粘着 ト
ラ ッ プに 歩行幼虫 が捕 ら え ら れ る こ と を 発見 し た 。 卵か
ら か え っ た ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ の 幼虫 は 30 分 か ら 1 1

時間の 聞 に 定着場所 を見 つ け定着す る (南川 ら ， 1958 : 

石井， 1968) 。 す な わ ち ， も し ， 毎 日 粘着 ト ラ ッ プ を 取

り 換 え れ ば， 捕 ら え ら れた 幼虫 は 24 時間以 内 に 卵 か ら

か え っ た 幼虫 と 見 な せ ， 幼虫 の ふ化数は い つ が最 も 多 か

っ た か を 知 る こ と がで き る 。 ま た ， 本種の ふ化幼虫 は最

低 で も 20 m を 風 に 乗 っ て 移動 し ( 多 々 良， 未 発表) ， 
ワ タ カ イ ガ ラ ム シ の 一種 (Pulvinm匂 mesembryanth­

emi (Vallot) ) で は 1 時間 当 た り 2 km の速度で移動す
る と い う (WASHBURN and FRANKIE， 1981 ) 。 つ ま り ， 粘

着 ト ラ ッ プは広 い範囲か ら 飛 ん で き た 幼虫 を捕 ら え ら れ

る の であ る 。

E ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シの防除適期 と

ト ラ ッ プ捕獲数 と の関係

小津 ( 1994 a， b) は こ れ を利 用 し ， 調査間 隔 は やや長

か っ た が， ト ラ ッ プでの捕獲数 と 卵 の ふ化率 と の 聞 に 正
の相闘が あ り ， 第 l 世代で は ト ラ ッ プの初捕獲 日 か ら 5
日 後 ぐ ら い が防除適期 と し た 。 一般的 に カ イ ガ ラ ム シ幼
虫 は 薬剤感受性が高 い 。 カ ン キ ツ を加害す る ヤ ノ ネ カ イ
ガ ラ ム シ で は ， 介殻が ま だ小 さ い 未成熟の成虫 に 至 る ま
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雄臨密度 を調べた 結果で あ る 。 プ プ ロ フ ェ ジ ン水和剤で
は 8�10 日 間， DMTP で は 5 日 程度 の 期 聞 が 防除適期
だ っ た 。 小津 (1994 a) の ト ラ ッ プ調 査 間 隔 は 5�8 日

間隔であ り ， 正確 な 防除適期把握 を す る に は長す ぎ る 。

そ こ で， よ り 短 い 間 隔 で調査 を 行 っ た (TATARA， 1999) 。

図 l の 試験 で は ， 両 剤 に 共 通 す る 防 除 適 期 は 5 月
26�30 日 と な る 。 こ の 結果 を 同 じ 茶 園 で、行 っ た 粘着 ト

ラ ッ プの 捕獲数 ( 図 2 の 上 図) と 照 ら し 合 わ せ て み る

と ， ト ラ ッ プの捕獲数が最 も 多 か っ た の は 5 月 25 日 ，

こ の 日 を 基準 と す る と 防除適期 は 捕獲 ピ ー ク か ら 1�5

日 後 と な る 。 こ の期聞 は 50% ふ化卵塊率 ( 1 頭 の雌が産

ん だ卵 を 1 卵塊 と し ， そ の 内 の 半分以上がふ化 し た卵塊

の 割 合) に 対応 さ せ る と 60�90% と な る 。 50% ふ 化 卵

塊率か ら ， 1996 年 の 防除適期 は ト ラ ッ プ捕獲 ピ ー ク の

2�7 日 後 と な っ た ( 図 ー2 の 下 図) 0 1996 年 は 気温 が 低
く ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ の発育がか な り 遅れた に も かか

わ ら ず， ト ラ ッ プ捕 獲 数 か ら 推 測 さ れ た 防 除 適 期 は

1995 年 と 大 き な 違 い は な し こ の 方 法 の 信頼性が高 い

こ と がわ か る 。 両年の結果か ら ， よ り 安全性 を 考慮す る

と ， 防除適期 は粘着 ト ラ ッ プ捕獲 ピ ー ク か ら 2�5 日 後

と な る 。

ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ の 第 2， 3 世代 は 第 l 世代 よ り

だ ら だ ら と ふ化す る 。 そ の た め ， 粘着 ト ラ ッ プ捕獲数 と

防除適期 の 指標 に な る 50% ふ化卵塊率 と の 関係 は 明 ら

か に な ら な か っ た (図 3， 第 3 世代 は 省 略) 。 今後， 実

際の 防除効果 と の 関連 な ど研究 を積み重ね る 必要 が あ る

が， 現時点 で は 粘着 ト ラ ッ プに よ る 防除適期の 把握 は 第

1 世代だ け に 限 ら れ る 。 よ り 的確 な 防除適期把握方 法 と

し て 50% ふ化卵塊率 を 調 べ る 方 法 が あ る が， 多 大 な 労

力がかか る 。 し か し ， 図 2， 3 の ふ化卵塊率 の 推移 を 比
較す れ ばわ か る と お り ， 第 2 世代 の ふ 化 は 第 1 世代 よ り

だ ら だ ら と 進む。 卵 に 効果 の あ る 農薬 は な い た め ， 完壁
な 防除 を行 う た め に は数回の 防徐が必要 と な る 。 第 3 世

代 で は ふ化期聞が も っ と 長 く な る 。 つ ま り ， 第 l 世代で

の 防除が最 も 重要かつ効率的 な の で あ る 。

( 1999 年)
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図 - 1 散 布 日 の 違 い に よ る 防 除 効 果 と 卵 の ふ 化 状 況
(1995) 
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基本的 に は効率的 に 幼虫 を 捕 ら え ら れれ ば ど ん な 方法

で も よ い が， 一例 と し て ， 上記の一連 の 試験で用 い た 方

法 を紹介す る 。

筆者 は 日 東電工製幅 10 cm の IT シ ー ト を 8 cm の 長

さ に切 り 使 っ て い た が， ビ ニ ー ル袋 (厚 く て 軟 ら か く な

い ほ う が よ い ) を 一辺 10 cm の 正 方 形 に 切 り ， そ こ に

ワ セ リ ン か あ る い は タ ン グ ル フ ッ ト を 塗 っ て 代 用 で き

る 。 そ れ ら を 10 cm 四 方 の 板 の 両面 に 両面 テ ー プで貼

粘着 ト ラ ッ プ設置 と 調査方法皿ー・- 50%ふ化卵塊率
『炉 ふ化卵塊率
� 粘着 ト ラ ッ プ捕獲数

図 - 2 第 l 世代の ふ化卵塊率 と 粘着 ト ラ ッ プ捕獲数の推
移

で農薬 の効果が高 い と さ れ て い る (関 ・ 松尾， 1963) 。

し か し ， ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ で は 防除適期が極 め て 短

い。 図-1 は 1995 年の第 1 世代卵 の ふ化が認め ら れて か

ら 3�4 日 の 間 隔 で ブ プ ロ フ ェ ジ ン 水 和 剤 1 ， 000 倍 と

DMTP 乳剤 1 ， 000 倍 を散布 し ， 最終散布 15 日 後 に 寄生
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最も効率よ く幼虫を捕ら える ことができる ため ( 多々
良 ， 未 発表) ， 針金 で S 字 型のフックを作り， トラ ップ
にクリ ップをはさ んで， そこにフ ックの片 端を引 っ か
け ， もう一方の端を枝 の分かれ目に引 っ かけ て つる す。
その際 ， トラ ップ面を畝と垂 直に向け ， 中心が摘 採商 よ
り10 C\1l ぐ ら い下に来る よ うに設置す る ( 図-4 ) 。

トラ ップを設置す る 日 は例年防除す る 時 期の 7 �10 日
前から がよ い。 ただ し ， 暖 かい年は早 め に設置を始め
る 。 で き れ ば2 日 に1 回程 度 ふ化 幼 虫 ( 体 長約 0 . 2
mm) の付着を確かめ ， 幼虫の捕獲 が始ま っ て から トラ
ップの交換 を行 う。 トラ ップの捕獲 数は急 に多く な る た

め ， 捕獲始め の確認 は重要である 。 幼虫が捕ま り始め て
から のトラ ップ交換 間隔 は毎 日 ある いはl 日 おきに行 う
必 要がある 。 図-5 は， 1995 年の毎 日 の トラ ップ捕獲 数
デ ー タ を用いて ， 調査 間隔 と防除適期把握 日 をシュ ミレ
ー 卜 し た図である 。 3 日 間隔 の調査 では， 例えば， 5 月
2 1 日 にトラ ップ捕獲 数を数え始め たとす る と， 30 日 に
よ うやく 2 7 日 が捕獲 ピ ークとわかる 。 防除適期はその
2 �5 日 後な ので， 29 日 から 6 月 l 日 が防除適期とな る
が， 実際 の防除適期である 2 7 日 から 30 日 とず れて いる
し ， 6 月 1 日 に防除を行 うのでは， DMTP 乳 剤な どで
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り， トラ ップとす る o 板 はアクリル板 が扱 いやす いが，

両 面テ ー プが剥 がれにく い素材 であれば何 でもよ し 3 。 市
販 の粘着トラ ップでもかま わな い。 ま ず は設置場所 の選
定 をす る 。 国 場の中でクワ シロカイガラ ム シの多い所 を
選ぶ 。 茶園全体に発生し て いる よ うであれば， 3 箇所 く
ら いにトラ ップを付 け る 。 株 の中に設置し たトラ ップが
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した と した場合の捕獲数 の推移 (1995)
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は 既 に 遅 く な っ て し ま う の であ る 。

お わ り に

今回紹介 し た 方法 は ， 卵塊のふ化 を観察す る よ り 簡単
な も の の ， 頻繁 に ト ラ ッ プ を取 り 換 え る 必要があ る た め

極 め て 簡便 と は 言 い難 く ， 今後 さ ら に 簡便な方法の開発
が望 ま れ る 。 し か し な が ら ， 茶株内 に粘着 ト ラ ッ プを仕

掛け る と ， ト ラ ッ プの色 に よ り 寄生蜂や他害虫の モ ニ タ

ー も で き る 。 様々 な デー タ の利用法 を さ ら に 明確 に す れ

ば， 農家 自 身 が行 う に し て も 総体的 に 決 し て煩雑 な方法

で は な い と 思わ れ る 。

引 用 文 献
1 ) 安藤庚子郎 (1960) : 茶 13， 7 :  28�31.  
2)  AUGUSTlN ， S ( 1986) : J. Appl. Ent.  102 : 178�194. 

仁村…+二農 薬 紹 介
場。 喝。4・ojoof・4・4・ojo場。ojoojoojoof。

「殺虫剤」
ナ ミ ヒ メ ハナ カ メ ム シ剤 00 . 7 . 29)
本剤 は ， 住友化学工業 (株) が北海道~九州、| に分布 し て

い る ナ ミ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ を ， ア ザ ミ ウ マ類防除用 と し
て 開発 し た 天敵農薬であ る 。 ナ ミ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ は 口
吻 を ア ザ ミ ウ マ 類の体 に 刺 し ， そ の体液 を 吸汁す る こ と
に よ り ， ア ザ ミ ウ マ類 を 死 に 至 ら し め る 。

商 品名 : オ リ ス タ ー
成分 ・ 性状 : 製剤 は ナ ミ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ成虫 (容器

500 m l 当 た り 500 頭) を パ ー ミ キ ュ ラ イ ト と と も に 容
器 に いれた も の であ る 。 植物組織内 に 産 み つ け ら れた ナ
ミ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ の卵 は， 平均気混 250Cの場合， 約 4
日 後 に 騨化 し ， 幼虫 は ア ザ ミ ウ マ を 捕食 し て 成長 し ， 5 
令 を 経過 し て 瞬化約 12 日 後 に 羽化す る 。 成虫 も ア ザ ミ
ウ マ を 捕食 し ， 羽化約 4 日 後 に 産卵 を 開始す る 。 好条件
下では雌一頭が月 当 た り 約 80 個産卵す る 。

分類学上の位置
綱 : Insecta (見虫綱)
目 : Heteroptera (半麹 目 )
科 : Anthocoridae (ハ ナ カ メ ム シ科)
属 : Orius ( ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ属)
種 : sauteri ( ナ ミ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ )

Poppius 
和名 : ナ ミ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ

適用作物 ・ 適用害虫 お よ び使用方法 : 表一1 参照。
① 本剤 は， ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ お よ び ミ カ ン キ イ

ロ ア ザ ミ ウ マ を捕食す る 天敵 ナ ミ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ を
含有す る 製剤であ る 。

3) 石井五郎 (1968) : 蚕糸袋報 92 : 41�62. 
4) 河合 章 ら (1997) : 茶研報 85 : 13�25. 
5) 久保田 栄 ( 1993) : 昆虫学会第 53 回 大会 ・ 第 37 回応動

昆大会講要 : 80. 
6) 南川仁博 (1958) : ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ の生態 と 防除，

静岡県経済連特産課， 25 p.
7) 一一一一ー ら ( 1958) : 茶技研 18 : 24�33. 
8) MORAN， V .  C. et al .  ( 1982) : Ecological Entomology 

7 :  409�419. 
9) 小津朗人 ( 1994 a)  : 関東病虫研報 41 : 251�252. 

10) 一一一一一 ( 1994 b) : 向上 41 : 257�259. 
l l ) QUAYLE， H. J. ( 1916 ) : J. Econ. Entomol .  9 :  

486�493. 
12) 関 道 生 ・ 松 尾 喜 行 ( 1963) : 九 州 病 害 虫 研 会 報 9 : 

77�79. 
13) TATARA， A (1999) : ]ARQ， (印刷中)
14) TIMLlN ， J. S. ( 1964) : N. Z. ] .  Agric. Res. 7 ・

536�550 
15) W ASHBURN， J. O. and G. FRANKIE (1981) : Environ. 

Entomol. 10 : (724�727) . 
16) 安 松 京 三 ・ 中 尾 舜 ー (1957) : 九 大 農 学 芸 誌 16 : 

203�219. 

表 - 1 ナ ミ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ 剤 ( オ リ ス タ ー)

10 ア ル 使用 使用 使用
作物名 適用害虫名

当 た り 使用量 時期 回数 方法

ミ ナ ミ キ イ ロ
1�101  

ピ ー マ ン ア ザ ミ ウ マ 発生 放飼
ミ カ ン キ イ ロ

(約 1 ， 000�
初期(施設)

10 ， 000 頭)
ア ザ ミ ウ マ

② 本剤 は， 入手後す み や か に使用 し ， 使い き る こ と 。
③ 容器内 に ナ ミ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ が遍在 し て い る こ と

があ る の で， 使用 の直前 に 均一 に な る よ う に容器 を数
回反転 さ せ た 後 に ， 容器 を振 り な が ら 作物上 に 放飼す
る こ と 。

④ ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ お よ び ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ
ウ マ の生息密度が高 く な っ て か ら の放飼 は 十分 な効果
が得 ら れ な い こ と が あ る た め ， ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ
マ お よ び ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の 発 生 初 期 よ り
7�10 日 間隔で園場全面 に 放飼す る こ と が望 ま し い。

⑤ 本剤の使用量 は対象作物の生育段階 に 合 わ せ て調節
す る こ と 。

⑥ ナ ミ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ の活動 に 影響 を 及 ぽす お そ れ
が あ る の で， 本 剤 の 放飼前後 の 薬 剤 散 布 は 避 付 る こ
と 。

⑦ 本剤の使用 に 当 た っ て は， 使用量， 使用時期， 使用
方法 を誤 ら な い よ う に 注意 し ， 特 に 初 め て 使用 す る 場
合は， 病害虫防除所等関係機関 の 指導 を受 け る こ と が
望 ま し い。
毒性 : 一
通常の使用 方法 で は そ の該 当 が な い 。

(魚毒性) 一
通常 の使用方法 で は そ の該当 が な い 。
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